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２０１７年度 男子組手Ｂ級ランキング・ベスト３

第２８回全日本フルコンタクト・テコンドー選手権大会 男子組手Ｂ級 選抜者及び推薦出場者発表（確定）

２０１７年１０月１０日

日本テコンドー協会

宗師範 河 明生

２０１７年度、ＪＴＡ男子組手Ｂ級 ランキング・ベスト３を発表し、

第２８回全日本フルコンタクト・テコンドー選手権大会・男子組手Ｂ級の選抜出場及び推薦出場選手を発表する。

記

選手名 段位 所属 年齢 身長/体重 出身地 得意型 選抜基準

１、男子組手Ｂ級ベスト３ （ＪＴＡ蹴武型ランカー。全日本ＦＴ大会男子組手Ｂ級出場権獲得者）

第１位 伊藤岳陽 初段 名古屋天白ＴＣ 18 愛知 全日本大学大会一部重量級Ｂ級 優勝

中部大会一部組手 優勝

第２位 芳賀大嗣 神奈川大学湘南校体育会 21 全日本大学大会一部軽量級 優勝

湘南大会一部軽量級 優勝

第 3位 佐藤秀是 神奈川大学横浜校体育会 21 全日本大学大会一部中量級 優勝

東京大会一部軽量級 優勝

２、アンダー３ その１ （予選会優勝に基づく全日本ＦＴ大会男子組手Ｂ級出場権獲得者）

第４位 大高雄次 二段 東京城南雑色ＴＣ 関東大会一部軽中量級 優勝

第５位 新宅祟広 初段 岡山大学体育会 22 中国大会一部軽中量級 優勝
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３、アンダー７ その２（ＪＴＡクラブ活性化政策等に基づく全日本大会推薦出場確定者）

第６位 小林 資 神奈川大横浜校体育会 21 全日本大学大会一部軽量級 2位

第７位 高橋範匡 初段 岡山大学体育会 関西大会一部中重量級 ２位

第８位 伊達裕也 岡山大学体育会

第９位 井野敦哉 神奈川大学湘南校体育会 21

第１０位 岡村拓海 横浜市立大体育会

備考

１，ランキング選定基準 前年度全日本ＦＴ大会における順位を前提としながら、

①本年度予選会のレベル（激戦度）

②本年度予選会における直接対決の勝敗

２，選考外選手

予選会入賞者であっても

①一度も予選会に参加していない選手、

②すでに組手で選抜・推薦されているが、Ａ級蹴士および準Ａ級蹴士に選ばれる見込みのない選手

は除外している。

③昇段の見込みがない選手

３，推薦出場選手

負けても負けても持続的に予選会にエントリーした選手は、たゆまぬ努力の精神性を評価し、推薦した。

４，その他

①関東圏の一般・大学生選抜選手は、総見に参加しなければならない。

参加しない場合は、公的職業特例等以外は出場権を取り消す場合がある。

②一般・大学生で推薦出場されたが、これを辞退した場合、いかなる理由があろうとも来年度以降、推薦出場の対象者

とはならない。潔く現役を引退することを薦める。

③昇段できない場合は選抜・推薦を取り消すものとする。

④各種大会で推薦されたが、氏名が掲載されていない選手は、jta110にメールすること。


